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序

当会は、 1 9 6 2年Kムクト・ヒマノレへ登山隊を派遣し、その主峰の初登頂

ととも K、チューレン。ヒマノレ山域の偵察 K従事し、所期の成果をあげてまい

タました。

とれK続くべ〈若手 OBが計画を練つてな bましたが、それが熟しかけた

1 9 6 5年Kはあいにくネパーノレ・ヒマラヤの登山禁止Kよタ中断せざるを得

ませんでした。しかし、若い力はそれにくじけるとと左〈、地図の空白部を追

ってきが しあてたのが、高度とそ劣るが、極地の厳しさをもっグリーンランド

登山でありま した。グリ ーンランドは予想された通り 厳 しいものであり、また

それK よって魅力をましてゆき 、重ねて 4隊を送夕、グリーンランド第 2の高

峰フォーレノレの登頂とグリ ー ンランドの横断を果し、その成果は各界から高〈

評価されました。ただどうしても満たされなかったのが高度の問題で ありまし

た。

その折りもなり 、 1 9 6 9年のヒマラヤ登山解禁の朗報K接し、いちはやく

登山隊の派遣を計画いたしま した。 ζ れとほぼ時を同じくして進められていた

日本山岳会C エグェレスト登山計画なよび日本山岳会東海支部のマカノレー登山

計画 K何名かの当会員が参画するととから、われわれとしては大規模な登山は

控え 、次の世代をK左うメンバ-vcヒマラヤ登山の基本を身 Kつけさせるとと

を目的とし、それKふさわしい山として、 ムクト ・ヒマル登山隊の情報をもと

K、ダワラギ リ山域 Kある 6，000--7， 000.米の無名峰を取りあげ、あわせ

て、 ムク ト隊で十分解明され念かった。 ヒドン。グァレー南部の地形を明らか

Kすべ〈登山隊を派遣するとと K決定しました。との報告書はその主主山の概略

を記述したもので、す。

幸いK、若い世代中心で ヒマ ラヤ登山経験者皆無の登山隊ではあ bま したが



清田隊長の指揮のもと K全員よ〈 力を合ぜ、所期の目標通り 、 19 7 0年 10 

月 26日午後 2時 45分一無名峰(後Kシタ。ツツラと命名)の初登頂を左す

とともに、周辺地形の担IJ量と、数多くの写真を得て、元気K帰国いた しました

ととはな Kよタの喜びであタます。

ζ れもひとえK本計画Kど賛同いただき、 ど支援とど協力を b しま念かった

関係各位のたまものと厚〈御礼申しあげます。

本報告書は完全左ものではありませんが、辛子世話いただいた方々 K登山む概

略を御報告するととも K、参加させた隊員はもちろんの ζ と、と れK続く若い

諸君の新しい登山計画のスタ ートで あってほしいと祈つてなタます。

桜門山岳会会長

平沢 一 久



1 .シタ・ツツラ (6740m)SITA CHUCHURA (6740m) (Photo. S. NaKamura) 
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s 2 :ヒドン・キャンプ (5000m) Hidden Camp (5000m) 

3.隊長清田 j青

4.福IJ隊長高矯正彦

5.医師柴回健一

6.ネパール政府連絡官

Leader. Prof. K. S巴lta

Sub.Leader M.TaKahashi 

Dr. K. Shibata 

パンチ・ビル・ライ

Liaison officer Panch Bir Rai 

7. C 3の手前よりC2を望む。後方，ダウラギリ I略北京コル

A v iew of Camp 2 from before Camp 3 

Behind， North-east pass of Dhauragiri-I (Photo 2 -7 . S.N aKamura) 
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8 .キャンプ2の建設 (5900m ) Set up Camp 2 (5900 m ) (photo. M. TaKahashi) 

9. C. 3へのルート開択 Makinga route to Camp 3. (photo. S. NaKamura) 
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10. C.3へのルート|羽択

Making a route to Camp 3 

11.隊員 中村進 S. NaKamura 

12.隊員平戸伸之 N. Hirato 

13.隊員占知1 勇 I. Furuhata 

14. C.3への氷笠をゆく

Going up on the ice wall 

to Camp 3 

15. 5000mにて滑走実験をする

l古田隊長

Leader Seita makes an 

experiment of Slide on 

the snow at 5000m high 

(photo. 10ー 15S. NaKamura) 14 

15 
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16.キャンプ3 (6300m)よりダウラギリ I峰 (8167m)を望む。 A view of Dhauragiri-I (8167m) from C. 3 (6300m) 

17.隊員平野除司 R.Hirano

18.隊員原旧 i羊 H.Harada

19.隊員樋山規夫 N.Hiyama 

20.隊員 中山昌之 M.NaKayama 

21.第一次アタック隊引返し地点，後方山項 Returning point of first attack party' 

Behind Summit (Photo. 16ー 21 S. Nakamura) 
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22.項上に向う第2次アタック隊 Second attack party going up to the Summit 

23.頂上に立つ，右から平戸，原因，プルパ

Hirato， Harada， purba (form right) on the Summit (photo. 22， 23 M. Takahashi) 

24.シタ ・ツツラ (6740m) Cita Chuchura (6740m) (photo. S. NaKamura) 
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25.吃燥馬肉，乾燥野菜，ソーセージ，

牛肉，日本大学炭獣医学部食品学

科製造。

Dried horse meet， 

Dried vegetables， 

can Sausage， can 

beef are manufactured 

by faculty of food， 

Nihon University 

26.サーダー，プルパ・キタール

Surder. purda kitar 

27.コック，アン ・ダワ

Cook. Ang Dawa 

28.シェルパ，ニマ・プタール

Sherpa. N ima Putar 

29.シェルノ大テンパ

Sherpa. Temba 

30.シェルパ，ワオンゲル

Sherpa. Wangel 

31.メイル・ランナー，カルマ

Mail runner Kharma 



{ま じ め

清田 清

ζの報告Kよる ヒマラ ヤ登 山は日本大学単独の隊としては久 しぶりのととであ

り、 メンバーは熱心な若手oBが中心と左タヒマラヤ経験者は一人もい念いと

いう構成 と念ったO 山岳部長 という立場から隊長K祭 Dあげられてしまったが

副隊長の指揮下隊員の一致協力Kよって初登頂という成功を収め待たのである。

そのためKはヒマラヤK豊富念経験をもった金坂氏はじめ oB諸氏から 、あら

かじめ十分念知識を得るととができたとと 、 ヒドンバレー。 ノレ ー トKつい ての

鳥海 oBの体験がノレート と高度順化の関係K大いK参考Kなったととが第-f'(

挙げられよう。同じ山岳部出身という縦の閥係Kよるよい意味のテー ムワ ーク

も大切念要素であった。カトマンズの宮原oBの尽力Kよって最後K選んだ未

峰はその時は無名峰であったが、荒涼たるヒドンバレーから眺めたヒマラヤひ

だの美しい山容はタウラギリ I、 ツクチェと共K素時ら しいの一語K尽きる。

山の高度も手頃であり 、ノレー トの選定も誤らず、な Kより登はん中の恵まれた

天候は幸運というよ b他左い。リェゾンキヒサ一、 シェルバ、ポータ ー達の献

身的な協力も忘れるととのできない成功の要因である。ツクテエ、タパコノレま

では世界中からの トレッカ ー達で Kぎわっていたが、 コルを越えて一歩ヒドン

バレーに入ると 、チベットK連在る山波が地の果を思わす荒涼たる景観と変り

自然、の素時ら しさが満喫できる。ヒマラヤの現地人の生活は貧しく川水を使い

薪を燃やし、ティ ーと酒はチャン、ロキシーを飲み、 ツァンパ、 チャパティを

常食と し、 目玉焼やシープ、モモザなどがど馳走なのである。彼等は知ら念い

ためK我々よりかえって幸福左のかも知れ念い。な Kよb自の前 Kかけがえの

左い素晴らしい自然がそっ〈り残っているのはうらやま しい阪 bである。ヒマ

ラヤの山々は人類K残された最後の自然である ととは間違いないであろう。

最後Kとの遠征Kあたり日本大学、生産工学部、医学部、農獣医学部、桜門山

岳会、故員関係各位の物心両面にわたるど援助K改めて感謝の念を禁じ得念い

次第である。



i 計画に当って

高橋正彦

今回のヒマラヤ登山の発端は左んといヲても昭和 44年 5月 22日のコーチ会

であった。との席上で折 bから年間計画の検討をしていたコーチ会K於いて予

想も しなかった年度末(4 5年5月)vcヒマラヤで春山合宿をや bたいという現

役か らの相談が全てを決 したといってよいと考える。

内容は全くなそをつ友ものであ !?OBはとれを一笑に付するとと出来たであ

ろう…一・とん左計画でヒマラヤ登山が出来ると思ヲているのか・ーと。しかL、

とのときばか bはそうではなかった。むしろとのとき見たものは一昔前κ何に

がなんでもヒマラヤへと奔走していた自分の姿であり、との夢をとの時期 Kか

友えさせてやりたいという気持であった。

その翌日か ら若手OBは動き出 した。山を語るのは楽しい、をしてや憧れの

ヒマラヤ登山を語るのは夜のふけるのも忘れる思いであった。しかし現実はそ

うは簡単で友かった。知れば知る程日本の山とヒマラヤはギャップがあ E過ぎ

た。それは現役が主力では難しいという 結論である。ととまでぐるKは多〈の

OBの助言があったととはもちろんだが、私はヒマラヤを変えたく左かった。

というよtJ"ヒマラヤの処女峰へ."という夢K妥協するとわけKはいか念かっ

た。 とれを基本として出来る限Dの若手を参加させるという意図で計画さ抗た

のが今回のヒマラヤ登山計画である。

メンバーは清田隊長以下全員がヒマラヤ初めてという不安はあったが.若手

OB主力と友れほとれも己むを得念いととであった。しかし結果的Kはとれが

経験あるOBの適切念助言と合致し、 登山に成功した大き左ウエートを示めた

と考える。とう考える Kフき今回の登山は名実とも K我々隊員だけでは念せ得

念いものであった。物心両面にわた b数多くの方々 K御協力いただいた感謝c

気持は登山の思い出と同様生涯忘れ得念いものと念 bました内
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E 隊の構成

隊の構成は、最終的K次C様K決定もた。

隊 長 清田 清(6 1 )生産工学部教授

山岳部部長

副隊長 高橋正 彦(3 2 )企画 中央ピルト工業勤務

生産工学部卒

隊 員 中 村 進(2 4 )渉外。 輸送。写真 経済学部卒

古畑 勇(25)気象経済学部卒

平 戸 伸 之(2 4 )映画 日本製鋼所勤務

生産工学部卒

平 野 隆 司(23)渉外。 器具農獣医学部学生

原 田 洋(2 3 )食糧経済学部卒

樋 山規 夫(23)装備商学部卒

中 山 昌 之 C2 4 )装備経済学部学生

柴 田 健 一 C3 2 )医師 日大板橋病院勤務

隊長と医師を除 き、全員が日本大学山岳部の現役又はOBであ久、清田隊長

は東大スキー山岳部08、柴田医師は医学部山岳部08である。

シェルパの構成は、 最終的Kはすべて現地Kて決定した。

サーダー プJレノタ.キタール (Pruba ki ter)(41) 

シェルバ ニマ.プター Jレ (Nima Puter) (35) 

H テンパ (Temba) (26) 

コック アン.ダワ盟 (Ang Dawa][) (35) 

キッチンボーイ.ウォング Jレ(Wangel) (21) 

メケノレ.ランナー.カ Jレマ (Karuma) (30) 

とれK、ネバール政府連絡官パンチヤ.ピル.ライ (Panch Bir 

Rai)(30)が同行し、総勢 17名の隊構成と念った。
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E 行動槙要

1.先発隊 一現地交渉ー
中村 進

約 2.6トンの登山物資は、大阪商船の奈良山丸K積まれ、すでK南シナ海の

洋上をカノレカツタ K向って進行中であった。

登山許可証も入手し、幾つかの問題を残しながらも準備は順調K進行し、本

隊の出発も 8月29日と決定した。

先発隊の主左仕事は、カ Jレカツタからネパールまでの物資の陸送K同行し、

無事カトマンズまで集結させる事、またその前Kネパーノレへの輸入許可証を入

手するとと。さら K、パウダから他の山への変更l願い申請をして、その許可を

得る事Kあった。 ζ うした事は、日本か らの文書の交換では、 3ヶ月も 4ク月

も時間がかかフてしまう上、 確実性が左〈、有刺1.c方法でも左い。さらに、我

々Kは、 1ク月と少々の有余しかな〈、とれKは、現地Kて交渉するのが最良

であろととは言うまでもなかった。

7月25日、沢山の先輩、友人達K見送くられて、平野と私は羽田から空路

カトマンズへ飛びたったのである。

その夜は、カトマンズ行きの飛行機に乗換えるため、カ Jレカツタのグレート

.イースタン.ホテノレへ入ゐ。

空港では、目の玉ギヨロリの検閲官K唾が飛んできそう左早口のプロークン

.イングリツシユK攻められた b、ホテ Jレまでのパスの中では、 6キロもある

タイプライターが、パスが大きくゆれた時、前席のアメリカ人の頭K、ゴツン

とKぶい音を出して落ち、隣席の友人Kベチヤクチヤ再び唾を飛ばされんばか

Dであった。

ホテ JレK着いて、部屋K入るやい友や、ネクタイをゆるめ、ピーJレを 2本注

文する。

ホット一息つ〈ととができたがすぐ寝るわけにはゆかない、さっそくカルカ

-4ー



ツタの乙仲(通商代理業 )VC登山物資の陸上げ、通関、陸送の手配を依頼する

文書をタイプで打ち始める。

インド産のどーノレは、少々日本のも (T'¥と、色も味も違う様である。個人的な評

価をすると、栓をぬかれて 4. 5日放置 してないた様左味だ。書類が出来上っ

た頃はすでVC3時をまわってしまった。明日 8時Kはパスが来ると言う。寝る

時間も左いと思っていたら、日本とインドの時差 5時間半程得をした。

2 6日、カ Jレカツタの空港で書類を投かんしカトマンズに入る。

今回の計画発生当初、物心両面から協力していただいている宮原氏は、ネパ

ールK駐在し、ホテル.エベレスト.ピユーの建設K精進している方である。

空港からまっすぐ氏の事務所へ向う。幸い宮原氏は在宅していた。とれまでc

か礼を述べ、とれからの我々の予定を話すと、さっそく、事務所の部屋の一室

を提供して下さ D、山の変更に関 しても色々友アドバイスをして下さった。

翌 27日、日本大使館K行き、計画書を提出 し吉良大使と数分談話をする 。

大使ょ b日ネの親普ー と、計画の無事成功を祈る、とのな言葉をいただいた。午

後、宮原氏K同行し外務省K行く、ととで、輸入許可証、山の変更願の申請を

する。

2 8日、外務省Kて、リコメンデーシヨンをいただき、 商工省K行 <n 輸入

許可証の変付には、 13 0 )レピーをネパール.ラスタ.パンク (Nepal

Rastha Bank)に払い込み、そのレシートを再びととK持参せよ、と言

われさっそ〈銀行へ行く、銀行で、その振込み用紙をもらヲたのであるが、す

べて上という文字をさかさ Kした様念ネパール語でかかれてあり、まったくチ

ンプンカンプン。しかし、心配Kは及ぼす、子供の代筆屋が商売繁盛とばか b

k我々のものもササーと書き上げてくれた。彼らは英語もなか念か上手で国際

的である。とれは、外国人ばか bで念〈、同国人の中にも文盲友人が多いため

であろう。我々は代筆料として 50バイサ(約 18円〉支払った。

-5-



とうして、再び商工省へ戻ると、月1]の書類を作ヲて〈れ、交付は叫トモロー"

とのととであった。

翌 29日、予定どう b輸入許可証の交付をうける。

3 1日、 2日がか bで作った。山の変更願い書を、宮原氏K、丁寧に打ち直

していただき午後、外務省へ提出した。返答は、 5日後Kもらえるととに念る。

帰路、ヒマラヤンソサエティ -K寄 b、シェルバの予約申込みを行なう。

8月5日、どの様念結果がでているかと不安左気持ちで、二人は輸タク K乗

b外務省へ向 i との往路もすっか bな念じみと念る。

返答は我々の意K反し次のどとくであった

"Pigferago is impossibility， but Tashi Khang is Possibi 

1 i t Y 0 " 

我々が望んでいたのはピグフエラゴ CPigferago 6620mJであったので

少々ガツ潟リとしたが、一応本部と連絡をと b検討するとと Kして申し込みは

後日 Kしたのである。

五日、輸入許可証CImport License)も入手できたので、私は船荷の受領

及びカ Jレカツタからネパー Jレまでの物資の陸送K同行するため今タカ Jレカツタ

へ出発するとと Kした。

ととで、本部からの返事を待たずして再び、宮原氏を混じえ、平野と私で検

討し、ニセ.ダウラ(仮名、後ツタ.ツツラと命名〉を申し込んでみるととK

した。ととで平野はカトマンズK残り、山の変更願い、及びジエパの予約等の

仕事を行なうとと K~ったのである。

私は、その後、 5日の晩よ T1 0日間カノレカツタ Kいて、荷物の到着、通関

を待ち、 1 4日の夜遅〈トラック K同乗し、 1 9日の午後、カトマンズの空港

に着く、平野がさっそくかけつけて〈れ、その日の夕方通関も終了し、宮原氏

の事務所の庭先K すべての物資がトラブル~ <収容できたのである。
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との問、平野は、予定の仕事の大半を終了さぜ、互いに、トラブルの少念い

事を喜びあう。

翌 20日、外務省へ行くと、嬉しい返事が我々を待っていてくれたのである。

その正式の新しいパーミッシヨンの本文を登載してなとう。

r Augu s t 27， 1 9 7 0 

D e a r P r 0 f. S e t a， 

With reference to Your Letter of the August 1970， 

1 have the p1easure to confirm that your party wi 11 carry 

out the climbing expedition to the north-west peak of 

tukuche as proposed in the sketch map attached with the said 

Letter instead of Bauddha Peak。

yours sincere1y 

CGobarc1han B.Shah) 

Acting Under-S'ecretary J 

との文中の thenorth-west peak of Tukucheがシタ.ツツラである。

さっそく、荷物が無事収容できたとと、ニュー.パーミッシヨンを入手した事

を東京へ打電する。

とうして~ 3 0日、本隊がカトマンズK

着〈迄、荷物の整理、ポカラ迄の飛行機の

予約、二シエパ、ポーターの予約を終予さぜる

ととができたのである。最後K、再び宮原

氏のど好意K対し、厚〈、な礼申し上げる

次第であります。
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2. 本隊出発(東京一カトマンズ〉

高橋 正彦

8月29日、心配された台風 12号は、はるか南方海上K去b、羽田の上空

は雲一つ念い時天となった。

見送 !iliLかけヲけてくださった方々の顔を一つ一つ思い出 しているうちに、

ボーイング707は高度をグング シと上げていった。

2時間程でホンコンK到着、そ して、 バシコックを粍て、 11時 15分(イ

ンドタイム 7時 45分〉カノレカツタ K到着 した。 ζ とでワンナイトを過し、カ

トマンズK向うのだが、我々が、 トランシーパ一、 16ミリムーピーカメスラ

ジオ等様々な品を携待 していたぬ で、 通過客といっても、 荷物の持ち込みを許

可してくれず、結局、保税処置をされ、荷物は カトマンズへ別送されるとと K

なってしまった。

翌 日、正午近〈、カトマンズK着 く、 宮原氏の事務所K入る と、中村 と平野

は、とれから空港へ出向えに行ぐとと であったら しく、 ふいK現われた我 々を

見て、 驚いた様子であった。
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3. 登山活動

中村 進
(1) カトマンズ一一一ポカラ

本隊の人達のカトマンズ滞在は、宮原氏の事務所の一室を借用してとと K隊

長以下数名宿泊 し、 残 bの数名は、庭Kテン トを張 b、ポカラへ発つまでの数

日を過ごすとと Kした。 本隊が着 〈数 日前 よb、庭K張るテント K合わせ、

床板を造b始める。

8月28日、乎野と床板を造っていると、どうも、熱っぽ〈調子が悪いので、

昼頃ょ D部屋で横Kなっていたら、次第K寒気、下痢腹痛が激し〈友 M.， 夕方

Kは、高熱で手足が硬直 して きて、 歩行も困難t'L1tってしまった。事務所の木

沢氏 と平野K抱かれ、サンタパーンとい うアメリカのミッ シヨン の病院へ入る。

との晩は、意識 もはっき Dせず、 朝ま で点滴をされ、 ぐった Dしていた。 翌日 、

木沢氏と平野が心配 して来てくれた。 平野がカ トマンズでは極上と思える リン

ゴを随分無理 して買っ てきて〈れた。 真K涙が出る 。という のは、平野 と私の

カトマンズの生活はリンゴ 1つも賛沢をし左かったからであゐ。

8月30目、まだフラフラするが、本隊が到着すゐ 日である。 主治医のアメ

リカ人は、外出は不許可、しかた友くとっそ bとぬけ出る。本隊の人達と 1ヶ

月ぶ TlfC再会 し、しばらく話 しがはずむ、夜K左 b木沢氏K病院まで送ってい

ただいた。病室K戻ると、婦長さんがカンカンだったらし〈、同室の患者がく

す〈す笑っていた。

?月 4日K退院す るまで、毎日、 10時の検診が終る と病院を出て、ポカラ

までのチャーター機の予約、航空券の購入、隊員のピザのエクステン γ ョン、

トリツキングパーミットの申請等の仕事を進める。

9月5日、ポーターの手配をスムース K行左う ため、高橋、原田、プJレパの

5名をポカラへ先行さぜた。 5日、チャー ター機は 2.6トンの物資で限界であ

ったので、残 bの隊員はあらかじめ、定期便K乗る様、チケットを購入してな
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いた。左を、平野、中山は、現在γ エルパのアンニマをナムチエへ酸素を取b

k行かぜているので彼が戻b次第、後続するかたちをと b、カトマンズK残つ

た。

(2) ポカラ ー---'/クチェ

草地のポカラ空港vl:i>~ろされた物資 Kは、すべて番号札がつけられ、同じ番

号札を首にかけたボーターは、空港の門で、 30ルピーの前渡金をもらうと、

すたすたと出発を始めた。 ナイク 2名、ポーター 98名、隊員 10名、 γェ

ルパ 5名のキヤラバ yである。

9月9日、タトパェK着 〈、 5日ポカラを出発してから丁度 5日目である。

タトとはネパール語で熱いととを意味し、バニは水を意味する。す念わち温水

が出るととろ念のである。部落の裏のカリガンダキの河原にあ b、直径 3m位、

深さは腰位、透明、適温、の快適友露天風目であった。

タトパニを過ぎダナK入る。ととでポリスKパスポートをチェックされ、記念

写真をねだられる。との日はガンサの民家K全員泊まるとと K友った。ととへ

来るまでも幾度かあったが、柴田先生はたちどとろ K多忙となる、患者は、足

のふくらはぎKウミがたまって赤〈腫れあがった少女、ととまで来ると、外科、

内科、眼科、左んでも屋Vl:~ってしまう様だ。メ

スでブスと切るとウミがウズラの玉子程出てきた。

さすがに痛いらしく、ヒーと一泣いていた。多い

のは、切傷を化膿さぜたものと、カゼ、等である。

いよいよ、カリガンダキも深い渓谷をやわらげ

ると広いU字形の谷とな b、広い河原が出現しは

じめる。部落の建物も、カヤや、石を屋根Kひい

た家形から、石造 bで屋根は平らで土をのせた家

と左 b、魔よけの白い旗が風K静かに友びいてい
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る。右手Kは、未登のニ Jレギリが頭K雪をいっぽいつけて鋭くそびえたつ。部

落入口の短い丸木橋を渡 D、道路神のわきを通ると、ととがキャラパンの最終

部落、ツクチエであった。

(3) ヒドン・バレーへの荷上げ

ツクチエでは、 トラチャンというラマの家の 1室を借用するととにした。

キャラパンの疲れをいやす間も左〈、翌、 1 3自には、 44名のポーターを

使い、小雨の中荷上げK出発する。大体 3800 m 位のカルカKテントを張っ

たのであるが、さすがととまでくると、朝夕の冷込みは強〈薄着のポカラから

きたポーター達は、体を寄ぜあって一夜を明かした。

翌日も雨、数名のポーターは前進を拒否し下ってしまった。 2時間程で次の

カルカK着く、濃霧のため位置の確認がよ〈でき友いが、シエ JレパKよると、

ととからヒドンまでは 4時間程だ、といい、先Kはポーターの泊る場所がない、

というので行動を中止した。

ツクチエを出発して 5日目、今日も濃霧の中視界は悪るい、 4時間位でヒドン

のキャンプ地予定地主で行けると思っていたら、 8時間もかかって、ヒドンへ下

る峠の手前にやっと達したのである。同じ日、 1日遅れでツクチエを出た、 5

1名のツクテエのボーターは装備も十分、土地Kも慣れてな b、 2日目 Kして

ほほ同地点迄達っしていた。

?月 16日、ツクチエを出て 4日目、 とと数日天候悪る〈、タパ.コノレ(ダ

ンプッシュ.パス )vcは雪がかかっている。とれを見たポーターは、再び前進

を拒否し、荷を投げ出して帰え b出してしまった。しかたなくポクシスをはず

むとと Kして、なんとかヒドン.バレ-vc荷を集結するととが出来た。

帰路、カノレカ VC1泊し、ツクチエK戻ると問題がもち上ってしまった。 1

日少左い日数で同じ仕事をしたツクチエのポーター達が、ポカラのボーターと
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同様の待遇をぜ よ、と 言うのである。何回もととわったのだが、 結局、ポカラ

ポー ターと同様にするとと K念った。

さて 、 荷物の集結が終了したので、今度は、 隊員の高度順応を計 þ~ がら 、

ヒドンバレーのキャンプK前進を開始するとと Kした。

ツクチ エの高度は約 26 0 0 m 、ヒドンのキャンプ地は 50 0 C mである。

途中Kキャンプをニヲ設営し、 全員が各自のベースで順応を行友った、 清田隊

長は高齢にもかかわうず、何回も上下され、 8日目 Kヒドシキャンプに入った。

9月26目、 全員ヒドンキャンプKて休養 し、 荷物の整理、登頂Jレー トの偵

察K関して打合せを行在ったのである。

(.11 登頂;1"ートの決定と B.C建設

打合せの結果、次の 4隊に介散し、 Jレート を偵察すると とK左った。

第 Tパーテイ、マヤン デイ氷河側、L中村、古畑、ニマ .プタ ール

第 2パーテイ、 北方尾根、 L平戸、樋山、テンパ、第 3パーテイ 東尾根、

L平野、中山、プノレパ、第 4パーテイ、ツクチエピ ーク側よ b遠望、 L高橋、

原田、柴田 アンダワ

との結果、平野の偵察した東尾根を登頂ルートとして用いるととに決定 した

のである。

?月 30日、ヒドン v キャンプの荷をフレ yチ .コルを越え高度Kして

1 0 0 m下った地点K移動する ととにした。すっかb高度ttcitれた隊員は、40

Kg近い荷を背負い快調に進む、との 日2往複 し、 翌日 10月1日、ダ ウラギ リ

I峰を眼前になき、東Kブライトホルン、ツクチエピーク、西Kシタ.ツツラ

固まれた、マヤンデイ氷河源頭Kベースキャ ンプを建設した。
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(5) C1から AC建設まで

1 0月 2日、 01へのJレート 偵察をかね、中村、平戸、古畑、平野、原田、

それKフシレノミニマ、テンパの 8名Kよって 01のキャンプ地を定め、友をかっ

1 2 0 K9程の荷上げが左された。翌日もひき続き荷上げを行左い、 10月4日

中村、平戸、古畑、プ Jレバの 4名で01入 Dし、 02へのルート偵察を行宏う

とと K左った。同 じ目、 高橋、平野、原田、樋山、 それにシエノレバ 5名Kよb

荷上げが続行された。

1 0月5日、 01入 bした 4名は、約 6000 m近くまで上 b、02予定地

を確認 したが、それよ h先は濃霧のため前進をやめ01K戻る。一方、昨日 よ

D調子を〈ず していた中山は増々容体が悪化 し、体温も上 D、食欲もなとろえ、

セミ込みが激 しくを b、原田、ニマに付き添われて柴田ドクターのいるヒドン

.キヤフ.へ下った。

1 0月6日、天候悪ぶ〈 風雪でああ。01の中村以下 4名 8.0 !tC.下 b、平

野、アンダワ、テンバ01入 Dする。と の晩、ヒドン .キャンプの柴田 ドク タ

ーよ り交信があ D、中山の容体は非常K悪るく 、一刻も早〈 下へ降ろさねば左

らtrく宏った。明らかに高山病であろ。救急用K自参した 4本の酸素ボンベが

中山の生命を確保してくれてい た。しか し、 柴田ドクタ ーは、酸素が消却した

ら危険だ、直ちに下へ降さ左くてはいけ念い、と適切念判断をしていた。 8.0

へ休養K下Pた中村、平戸、古畑プ Jレパは翌日、風雪の中、フレンチコルを越

えヒドンキャンプK入る。その晩、柴田ドクターは寝ずK中山の看護にあたっ

て〈れた。

1 0月8日、久しぶtJ!tC.時天と念った。との数 日の降雪で、すっか bヒドン

バレーは雪K主y':;t，~われ、新積雪は 5 0 cm位K達っしていた。キャンパスの底K

2本足が通る穴をあけて中山を入れる、それを背負子で 1人 1人交替で背負っ

たが、身長 18 0の隊中 1番の大男、 50 0 0 mの高度ではさすがのシエ Jレバ
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も長〈続かない。全員で交替し友がらゆしタバコルへの登 bはとKかく辛か

った。夕方やっとコノレを越えた地点K着いた。2日分 しか用意し友かった食糧

にの晩から 1名分を 2人で食べると とKする。なを、この救出K隊長もツクチ

ヱでの休養をかねて同行しているが、中山の安否K非常に気をつかわれている。

浩局、と の救出Kはツクチエまで 4日間を要した。4日目は、隊員もシエノレバ

も中山を背負う元気が消失し始めてきた ので 、 プノレパをツクテエ K走しら

ぜ、下から強いポークーを 5名呼んだ。 4日目は、との 5人のポータ ー

が交替で一気Kツクテ エまで下山するととが出来た。ツクチエK着くとすでに

中山は食欲 も出て、 顔のむくみも次第Kひいてきていた。

1 0月13日、 1日ツクテエで休養をとった中村、平戸、古畑、プルパ、ニ

マ、テンパは早朝 B.Oへ向け出発した。左を中山は柴田ドクターの指示K従

がいしばらくツクチヱで休養する ととに左った。また隊長も 4. 5日休養した

後、 ドクタ ーと B.O入 bすると と忙した。

1 0月16日、 救出K向った 6名は一気!tC0 1 !tC入る。翌 17日、 全員02

K集結しととで再び登はん活動が再開さ九るととと在った。との間約 10日間

行動はス トッ プしていたのである。

1 8日、快晴、 02からしばらく広い平担左屋根をたどると、次第に胸をつ

く様な急、左雪壁 と を つてく る 。 表面 2~30cmのザラメ雪を堀る と下はゴチゴ

テのブノレーアイスである。とと K凹形のアイスハーケシを打ち、フィックスド

ロープを個定してゆく、実Kよくきく、まるで岩に打ち込んでいる様だ、囲わ

Dの氷もくだけ左い。

1 9日、昨日のフィックスをさらにのぼす傾斜は極度K増す、 40......... 5 0度

近い、ルート工作はろパーテイに介れ、 トップがJレート開拓、次K荷上げ、そ

して最後が 16ミリの撮影パーテイである。下からの予想、に反 し、 03予定地

迄の Jレート 開拓は 2日で終了した。
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1 0月20日、中村、平戸、プルバ、ニマの4名は 03CA.O )入bし、

その日の午後、 03上方白雪壁を偵察した。 03の高度は大体6300"""'64

o 0位でるる。 偵察の結果、取付地点Kヒ ドンクレパスがあ b、ハシゴが必要

と左る。との晩、中村Cろの高度に11質応せず翌日一気VCB.O迄下山した。

2 2日、 平戸、平野で氷壁の Jレート開拓に着手、急傾斜と硬いプJレーアイス

K相当てとずっていゐ、 23日、 その後を受けて、高橋、平野、原田の 3名K

よ D、稜線の雪庇をやぶD、氷壁の Jレートが開 らかれたのである。

2 4日、 第一次登頂明日 25日と し中村、平野 と決定、全員登頂を目標Kし

たのでる る。
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第一次アタ'"ク

平野隆司

朝5時、ポポーという石油コンロの音で眠がさめる。隣りのテントで高橋、

平戸、原田、プJレバら 4人が、我々 2人のために朝食を作ってくれている。

1 0月25日、 快晴、第 1次ア タック隊として中村、平野は早朝03を出発

した。キャンプを出るとすぐ傾斜 70度、距離 10 0 mの氷壁をフィックスド

.ロー プを利用 して よじ登b主積線に立ヲ と朝 日K映えた頂上はするどい雪の

尖 Dとなって手が届き そう友近さとなってせまってくる。あま Dの近さ K既V亡

登頂した様な気持に念 ってしまった「遠い/、とん左Kもあったのか」

時計は既に午後 2時を過ぎ、キャ ンプを出てから 7時間以上も たった。休息

をとる時間も惜しみ左が ら進むn まる で頂上が遠くへ逃げてゆくよう Kちっと

も近ずいてゆか左い 。中村隊員がザ イルいっぽいまでカツテイシグして前進、

今度は僕がき たザイルいっぽい前進する 。全〈単調左リズ ムを繰 b返えず。

傾斜が次第に増 してきた、 50度を越すだろう、股の聞から 3 0 0 0 m以上

の空間を飛び越えてマヤンデイ .コーラの男性的衣姿が眼K とび込んでくる。

カツテイングが続く、 前進、そして前進、逆光K雪が憶 し銀の よう に気味悪

い。全 く静かだ、まるで宇宙船で別の世界へ来たようだ。問えるのは、ザクツ 、

ザクツ と静かKピック Jレで雪をけずる声 と、 2人の呼吸がハーハーと小さく耳

K入ってくるだけだ。

しかし、との静寂も ついK破られた。

「引き返えそう」中村リーダーの芦であった。

帰路は辛〈 厳 しかった。すっか b陽 も沈み次第に暗 〈在ってきた。冷い風が

羽毛服をヲきぬけて、体を刺す。最後の雪壁を下 D出す頃には、すっか D暗〈

念ってしまった。足下もよく 見え念 い。フィックスドロープK身をまかせて下

る。 下から戸がした。そして、ーッニッとライトの光が我々を照らしてくれて

いる。心配して外K出てきてくれたのだ。第 1次アタシクは失敗K終った。
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初登頂ーー第二次アタヴク 一一

原田 洋

前日のアタック失敗Kよって、頂上迄の距離がか左 bあるととがわかった。

今度は、ザイルパーティーを、高橋とプルバ、平戸と原田<D2パーティーで構

成、ピパークの準備 もととのえ、 26日、 朝 6時、 アタ ックキャンプを出発し

た。キャンプ前の雪壁は 30分で登 bきる 。前日の中村、 平野の トレースがあ

る為、彼等が引返えした地点迄 C9時 20分〉ハイベースで来た。との付近は

5 0度を過える急傾斜である。とれから先は トレースが無いため、慎重Kアイ

スパイ Jレで支点を作b、ピック Jレでステップを刻む。雪面よ T2 0 cm京は、堅

い氷で、アイスパイ Jレも深〈車IJさら左い。数ピッチの後、頂上手前の暖傾針の

所で 4人集合 し小休止する 。キャンプを出てからとと まで、休める場所もなか

ったのである。ととから最後のピッチKかかる、未登の山頂は我々が足を踏み

入れるのを許そうとしている。ととで、ネバーJレのプノレバを先頭K出し、午後

2時 45分頂上K立つ。 ボ リュームをいっぽいKしたトランシーパーの声は各

キャンプの隊員Kとの瞬間を伝えた。山頂の西Kは、〆ウラギリ 2峰が尾根づ

たいに大きくそびえ、南Kは、マヤンデイーグレツシヤーをはさんで、ダウラ

ギリ 1峰が夕日に赤くそを b、大男を見上げる様にさらK高く天へっき出てい

る。写真撮影をして、午後 4時過ぎ、山頂Kネパール、日本両国旗と校旗を残

し、危険な帰路を慎重K下降を開始した。
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(6) 撤収

2 6日、午後 2時 45分、 5名の隊員と 1名の γ エパKよb、ダウラギリ山

塊の 1無名峰は初登頂された。とれまで続いた時天は、 28 日エ b 降雪と~!>

始め、撤収は、 5名の隊員の不調とかさ左って、困難をきわめていたが、若い

エネルギーは無事撤収を完了させた。 10月30日、全員 B.OK集結、ツク

チエ村Kいる中山が欠けているのが残念だが、彼も喜んで〈れたととだろう。

夜は、日本から持参したカニ缶と日本酒で、シエノレバダンスと歌K興じている

と、 1年半にもなよんだ準備や色々友ととが頭の中を駆けめぐってゆ(" 

5 0 0 0 mの高地で、コロックを造ったのは、原田が初めてかもしれ左い。

コックのアンダワもコロック作 !>Kは原田 K1本とられた様子であった。

その後、ヒドンヘキャンプを移し、数名を除き 11月?日迄滞在し、測量、

タシ.カンの偵察、その他の観測を行念い。 11月 11日ツクチエ村K全員下

山したのである。それよ b早〈、 1 1月5日K、中村、カノレマの 2名はヒドン

を下Dポカラを径て、カトマンズへ帰着し、帰路の飛行機の予約、ポーター費

の準備をし、再びポカラを経て戻b、ノーダラで隊と合流した。

1 1月13日、ツクチエを出発した隊は、 19日無事ポカラへ到着、 22日

の飛行機K乗 bその日の夕方、カトマンズへ戻ったのである。

日本大使館、ネバール外務省、その他

辛子世話K左った方々 K会いさヲをすませ

隊員の帰国予定を話し合い、カトマンズ

で解散した。
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W 食糧 報 &. 
Eコ

原田 洋

食糧K関しては、どの遠征隊も頭を悩ませられるものである。食欲が人聞の

生活K於いて大き左割合を占めるからである。とく K、三ク月もの長い登山活動

では、食糧の善し悪しで成功、不成功が決まると言っても言い過ぎで念い程、影

響が大である。献立を作る段階で特K注意した点は、我々の食欲をそそるもの、

献立の種類を多くせず融通できるとと 、左どを考慮、K入れた。また、キャラバン

から、アタック迄の分類は三段階K分け、キャラバン、 B、 C、高所、 とし、 4

人ワンパックと して、レーションの形をとった。

キャラノξン

主食は原地の米と日本から持参したスパグティ ーを使用、副食は大部分、日本

から持っていった。昼食は、ベン当を作 b、各自 K持たせたが、好評であった。

ただ、キャラ パンではもっ と原地食を取り入れるべきで、輸送費、ポー ター費の

節約Kつ左が夕 、新鮮念物が食べられるというととから、反省すべき点であった。

B . C 食

登山隊の根拠地となる所在ので 、融通性を考え、品物を豊富 Kした。特K調味

料、晴好品を、ふんだんに用意した。主食は原地米を運び上げ、昼のみ、 日本か

らのピスクッ トを使用 したが 5，0 0 0 mの高所念ので、米が焚けるか、懸念した

が、圧力ガマを使用すれば、問題ない。

高地食

完全念るレーションを日本から作っ て行き 、ワンカ ー トン、 4人の 5日分と し

どのカ ート ンが、どのキャンプK行っても差支えの左い様K考慮、した。表のよう

な献立を三種類用意 し、 噌好品カ ート ンを各キャンプK分配するとと Kした。

総評

キャラパン迄K述べた様K、現地食を多く取タ入れるべきであった点左ど、 とれ

からの小遠征隊を組むのK研究すべき所である。
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肉類は、キャラパンで、 ニワトリを使ったが、 B、 O、高所では農獣医学部

食品学科製のク インナ ー缶、ベーコン、乾燥馬肉を使用、特Kベーコン (30 

K9 )は長持ち し、 味が良いので最も良いタンパク源である。当初の計画では、

4 0万円近くの食糧費を考えていたが、 日本大学農獣医学部及び食品会社の御

援助 Uてより 20万円の費用で終らせる事が出来た。結果的 K思いどう bの計画

K出来た毛布は、 多くの方々の御協力の賜物だと信じ次第である。

く高所食の 一 例> 1人日分

朝 食 昼 食 タ 食

材 料 (9) 材 料 (9) 材 料 (9) 

la 米 1 6 0 東ハトクラッカ ー 1 5 0 α 米 160 

インスタントミソ、汁 1 0 ノ、' 3声 一 3 0 チャ ーハンの素 1 0 

乾燥ヤサイ 1 0 シ ヤ J.，.. 3 0 J¥  e 一 ::I ン 5 0 

|サ ケ 缶 5 0 チョコレ ー ト 5 0 乾燥ヤサイ 1 0 

1紅 茶 3 キャンデ ー 2 0 コ ン ソ メ 1 0 

i 、、、
ノレ ク 5 コ ヒ 一 5 っく だ K 3 0 

砂、 糖 2 0 砂、 糖 2 0 日 本 茶 5 

総 重 量 258  結、 重 量 3 0 5 ム11'-"弘b、、 重 量 2 7 3 
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V 器具報 土t
Eコ

平野隆司

今遠征隊の器具係としては次のよう念考え方を基本として準備をすすめた。

1 隊のスクー JレK合わせた器材を用意する。

2. 普段日本で使っていろ物を積極的K使用する。

3. 余音十念経費は極力避ける。

4. 高所器具及び登撃器具は、質量共K充分なものを用意する 。

器具の基本的計画案はむろん最終的には我々の隊K合った独自左計画と友る訳

であるeが総体的Kは、 1954~6 年のマナス ル隊の報告書を参考K した。

以下主左器具Kついて

ー露 営用具

天幕 .tどんといっても長期聞に渡る登山の為、そのベースと~る天幕生活は登

山活動巨大 き宏 ウエイトを占めるのキャラパ ン用天幕は 19 6 2年K使用 した

ものを修理 して持参した。叉高所用天幕は市販のものよ.!J:陪 5~7cm広くして

持参した。その結果多少重量は重〈友るが天幕生活の快適さからいう と、その

分を差し引いても成功したと思っている。又入口の先端K約 1m程の前室を着

けて(ファスナーで開閉する様Kしたも0))みたが、便利であった。高所天幕

には全ベてテトロン地を使用した。生地の色は黄.サーモピンク 、スカイブルー

と持参したが、黄は太陽が出ると中K居られ左い程暖まる。との種の色には天

幕フラ イが必要である。他trc:欠かせ左 いのが、天幕フラ イである。 我々は ピニ

ロy 製を 1枚のみ持参 したが、とても重宝した。

登翠具 .高所用天幕と同様器具の中で 1番重要左ポイントを占める為、量、質

共十分なものを用意した。ザイ Jレは?匁ナイロンを主K、フィッ クスドロープ

は8%と6拐を1.400m程持参し、そのうち 80 0 mを使用 した。フィック

スドバーは硬質アルミの六角型の押し出し材と円型の直径 4.8cmのもの 2種をそ

れぜれ 90 cmと70 cmttL切断し、頭部K鉄リングを溶接して持参したがなか左

か良かった。アイスピト Y は、スクリュー型、コの字型共K良〈効いた。 紙面

の関係上詳細は書け左かったが、装備準備上のポイントは、限定された経費 と

条件の中で、いかK効率良〈 、あらゆる状態を想定し、それらを乗 b切るとと

が出来るよう無駄の念い計画を組むととではなかろうか。 ζの無駄のたいとい

うととは、とれからの遠征を成功させる場合の絶対条件と念ろう。
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百 装備 報 &. 

"" 

樋山規夫

今回のヒマラヤ遠征Kあたっての、個人装備は、ポストモンスーンという時

期 と6.50 0 m前後という高度を、考慮して、ふだん我々が冬山で使用 してい

る装備を中心と して、 計画を進めていった。 しかし、秋という時期と、ヒマラ

ヤの自然条件を考えて、防風、防寒Kは、 特K注意 した。人体中で 1番寒気K

弱い、手、足Kは、毛のオーバ一手袋と、〆ブJレの高所靴を使用すゐ事trLtt !l 、

結局、 1部の装備をmぞいては、園内の冬山装備を基準Kして、計画が立案さ

れた。その内容は、キャラパン、低所装備、高所装備、シェノレバ装備に分ける。

キャラパン装備は夏季に我々が使用している衣服をそのま使用し、その他は

小旅行で最低必要とする物を、各自そろえてもらった。

低、高所装備は冬山装備をそのまま使用 し、 高度に応じて、各自が自由K使

用しても らう。高所用装備も各自が今迄合宿で、 使用 していた物をそのまま持

ジていった為K、係 としての仕事は、不足品の調達と、点検ぐらいK左ってし

まった。その他、隊でそろえた物は、テ ントツューズ、羽毛服、ズボン、主主毛

オーバ一手袋、二重の高所靴、キルティング入オーバーシューズであったが、

今回は天候K恵ま れ、 使わttい物 もあった。とのほかに隊長用として、防寒と、

軽量K重点を、ないた靴を 1ヲ作製した。

ツェルバ用装備は隊員と殆ん ど同じ物を支給 したが、予算の都合で高価念物

は支給出来ず、登撃中は貸 し与えたが、 終了後、買い上げるという形で話し合

いがついた。

そして、 諸先輩か ら沢山の装備を借用するととによ b装備はさ らに完壁をき

すととができたのである。
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四医療 報 止と
Eコ

柴田健

ヒマラヤでの生活は長期間の入山と、高所での生活が要求される。

過去の遠征隊の記録や高所医学の文献を調べると、いろいろな方面から検討が

加えられ解明されている。今回遠征K参加するとと K念夕、先輩のアドバイス

から最近遠征隊のチームワー クの乱れが‘指摘されているが、高度の変化で精神

状態が変わるかどうか調べてみること Kした。観察してみると高度 Kよる影響

か、疲労 Kよるものかを判断するととは困難であった。

なとりっぽい、忘れっぽい等 10数項目 Kついて観察した。すで K計画されて

いる行動Kついては 5，0 0 0 ID........ 6， 0 0 0 ID VCてもスム ースK行念われていた。

しかしその場その場で生じるできどと K対 しては判断力の低下や理論的会話K

欠けた b、自分本位になるととがあった。

入山后、永い期間を経過すると意欲の減退が生じた D、感情の表現がとほ し〈

念ったりするようだった。ねつきの悪さは著明であった。

な ζ りっぽい、不気嫌、不安、充奮状態、暴力行為、独語等は生じ左かった。

脳は多量の酸素を消費する組織であるから、低酸素状態Kは敏感左のだろう。

4， 0 0 0 r;J.以上の所では高次左精神作業は障害されやすく 、複雑左思考を続け

られず、努力してもまちがえるととが多いのではないか。身体変化 Kついては

2， 7 0 0 IDと5，0 0 0 ID VCて心拍数、血圧、体温を観察してみた。

心拍数は高所では 、す左わち低酸素が進むKしたがって増加したが個人差は大

きかった。とれは心臓からの拍出量を増加して各組織の酸素不足を補左うため

当然、のととである。

2700IDと5，0 0 0 IDでは各隊員 20前后の心拍数の増加がみられたが。増

増加をみ左い隊員が 2名あった。

血圧は 2名を除いて軽度の血圧の上昇がみられた。各隊員とも 10........3071/JlZ/

H9の上昇をみた。

体温Kついては、病的左状態を除きほ とんど変化を認め左かった。
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高所順応のむずか しさを体験した。

高所順応の過程で生じる種々の症状で、誰でもが頭痛を訴え、次K食欲不振、

全身倦怠感 、 はきけ 、 咳等を訴える隊員もいたが 、 ζ れ等は病的~ものでは友

かった。 しかし、ひとたび病的状態にむち入ると、呼吸困難、意識障害を伴う

重篤左 高山病 Kなる ζ とを体験した。

4，5 0 0 mから 5，5 0 0 m迄の順応で隊員一名が順応K失敗した。 37 0 台の

発熱、咳、食欲不振が 4日続き風邪でもひいたぐらい K考え、風邪薬を内服 し

一時症状が軽快したので C1建設K向った。しかし、帰幕後、呼吸困難、歩行障

:12が生じたためヒドンキャンプK戻った。

夜間K意識障害、呼吸困難、はげしい咳、 39。台の発熱、排尿困難、全身の

汗顎が増強 し、胸部K雑音が問えるよう K左った。 酸素臥入、鎮咳剤の注射K

て意識障害は改善されるが、中止すると元K戻る。

歩行不能なので背負って下山す る。高度が下がみ (IC従って全身状態は著明 K改

され、ツクチエK到着後は一人で歩けるよう K左ったが、登山活動はもう不

可記であったo

b， 5 0 0 mより 6，5 0 0 mまでの順応で隊員一名 JI民応K失敗した。症状は前K

主j~ べたの と同じであった。呼吸困難、意識障害 、 歩行不能であったが、 5， 000

rllの高度ま で下がると回復した。 5，0 0 0 mまでの順応ができていたためだろ

シ〕
_' 0 

結論 として、重篤在高山病 K 念る以前 K隊員の全身状態を把握 し、 少~くとも

3， 5 0 0 mまで下山し、安静を保つ必要がある。

最後K、 60才の高令Kもかかわらず、充分念高所順応を して、長期間 5，000

mの高所Kて活動 し、後半 Kなる Kしたがって体調が良〈なっていった清田隊

長の行動Kは全隊員驚かぜられました。
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羽 気 象 報 土ヒ
t::I 

古 畑 勇

今回ポスト.モンスーンの 9月末よ 910月末まで約 4 0目、シタ.バレー

及びマヤンデイ.コーラ源頭Kて生活をし、図の様左記録が取れたのであるが

マヤンデイ.コーラ源、頭は南北K走っている谷であ D、南Kダウラギリ I峰、

西Kシタ .ツツラ及びダウラギリ山群、東にブライ トホノレン .ツクチエ.ピー

クがあ D、風がマヤンデイ.コーラ K添って北上すると、上方西風の為vcC 1 

以下は降雪 とと もK施風と友った。一方 ジタバレーでは西Kシタ.ツツラ、

ダウラギ リ山群があっ て分散される為、 西風がフ レンチ、コルと北尾根コノレ方

面Kしか記録されttかった。

天気変化は、 25日よJ?3 0日までは午前中は時、午後K左るとフレンチ.

コJレ方面よ D雲が浮び上がって雪と友る日が続いた。 10月1日、今までの風

向きが北西と ttl')モンス ーン明けを思わせる引か夜西南西に風向きが変わる と

ともに渡 D烏が、チベット方面ょ b南西方面へ飛んで行った。 2日よ b雪の降

るのが後れて来たが、 6目、 7日の 2日間で 35 cmの降雪を見てから好天が続

く、 10月 25日風速 25メー トルの風が吹いてから、〆ワラギ リE降、 E峰

は終日雪煙を上げる様K左D秋 も次第に深まってゆき 、 フレンチ.コノレ北側や

ツクチエ.ピーク北面は、次第に降雪をみゐ様に念ゐ。 11月4日シ タ .パ レ

ーのキャンプ地に て、マイナス 24度を記録、 6.0 0 0メー トノレ以上は、毎日

昼頃Kは雲がかかタ降雪をみる。そしてシタ .ツツラも雪煙を上げる様K在る。
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IX 1 6 ミリムービーカメラ

平戸伸之

今回の遠征は当初 16ミリ。ムピーの予定が念かったが、出発前十て NTVの

岩下氏との話し合いで、内容がよければ放映してもよい。 しかし、 8ミリでは

困るので 16ミリ Kして下さいとの ζ とであったので急拠 16ミリを準備する

ととKした。

映写機は日本大学生産工学部のポレックスを借用し、低温K対処するため作

動油はシリコン系のものK交換し 、ボディはキルテイングの保温クースを取付

けた。 フィルムはフジフィルムのディライトタイフ R2 5を5，0 0 0フィト

(3時間分〉を用意した。とれを帰国後 30分位のものK編集する予定であっ

た。

その他付属部品として露出計、三脚、フィノレタ ー等を合せると 10キロ近い

荷物Kな夕、とれを肌身放さず行動することはたいへんなととであった。

ストリ ーは、登山計画の推進力K念った若手 oBが、登山というスポーツを

通じて、どのようなものの考え方と、どのよう念行動を起すかを現世代の若者

の断面として捕えるととを目的とした。

撮影は出発前は隊員とは別 K独立した行動を取る予定であったが、中盤 K中

山隊員の高山病Kとも左う下山と戦力の低下Kより、万巳むを得ず戦力 K加担

せざるを得なくな夕、撮影活動は低下した。一方、帰路Kて絞りの故障を発見

してピックリしたが、大事Kは至ら左かったのが幸いであった。しかし、フィ

ルムは全般的K露出不足であった。原因は露出計をークしか準備し左かったと

とと、その機械の方が狂っているのでは左いかと感違いした程まで K青い空と

真白な被写体であった。とのよう左失敗があってはと出発前K富士登山を行い

操作や露出を調べるため予行演習をしたのであったが、如何 にせん素人の城を
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出れ左かったようだ。帰国後、登山活動の中で意のまま K左ら左かったのは映

画だけだね と、 隊員からひやかされたり 、映画を犠牲Kしたからとそ登山がう

まくいったのだ同情されるやら痛 し揮 しである。今回の反省としては、まず、

ストリ ーをもっとしっかり確立するとと、次Vて機械の操作K充分馴れるとと、

最後K登山K於ける記録と しての映画の存在を自覚 し、悲情 念きま での探求心

の三ツがあげられると思う。
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X 写真報

(ー〉 撮影計画

.d:. 
Eコ

中村 進

キャラパシから登山活動全般に渡り、次の様な内容の被写体を撮影するよう

K、あらかじめ撮影企画をたてた。

1. 登山活動

カトマンズ市内、キャラパン、 8.0守生活、 8.0以上の登はん活動、登頂

写真、山頂からのパノラマ、周囲の山岳、隊員スナップ食糧、装備、器具

2. 学術

氷河、山岳、高山植物、動物

3. 風谷、文化

住民、家屋、家内、生活用具、仕事、宗教、遊び、男、女、子供、老人、 家

畜、動物。

4. 隊員及び シェ Jレパの横顔

カトマンズ市内、キャラパン、 8.0生活、登はん中、撤収、報告書用記念

写真。

大体以上であるが、結果的Kはその大半を撮影するととができた。

(二) 器材

カメラ…・・・キャノン FT 2台、 ランドカメラ 1台

νンズ・・・・・・ 35T.師、 50閥、 135問、 300仰

雑 品・・・・・・三脚、 フィノレター、レリーズ、 フー ド、 シリコンクロス、 シリカグノレ。

(三) フィルム

サクラカラーリバーサ Jレ・・・・・・・・・・・・・・・ 65本

サクラカラー...…・・・・・・・・・・・・… 5本

コニパ ンss..・…・・・・・・…...............86本

コニパンF.....................一..........2 0本

コニパン$S (プローニ平一〉…-…… 15本

コニバン F ( 11 )………… 1 0本
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カメラの携待は自由としたので平均隊員 1台使用していた。またフィ Jレムは、

各隊員へ平均 10本程度支給し、自由 K撮影 してもらい、隊としての記録写真

は、係がすべて行宏うとと Kしたのでるる。

友を、係として撮影したコマ数はカラーと白黒で次の数に君主った。

カラーリバーサル…・・・・・・ 95 6コマ

白黒一................ ... ... ... 1 1 8 2コマ

とうして、遠征を終えて感じるととは、 写真の記録性というとと K関しては、

最低限確保できた様な気がすゐのである。まったくの素人であったが、 TTL

の 1眠レヌを用い、数打ちゃ当る式で、とにかく、 常K体Kカメラをぶらさげ

て行動した。キャラパンも 、食事時も 、登は ん中も、アタックも、とうした意

欲がやっとそとに記録を作 D上げてくれた様である。しか し、そとKないて、

写真の基礎知識の不足はいたると ζ ろで痛感させられる結果も出ていた。をた

尚K登山の行動が主で写真はその合問、合間K写さねば友らず、非常に忙しい、

そのためνンメやフィ Jレターや、フィノレムの種類をあま b沢山携待 しても、の

んびDと使い分けていられ友いので、ボディ 2つに、一方K3 5ミリ のレンズ

他の一方Kは 100ミリま たは 20 0ミリを着装し白黒フィノレムとカラーをそ

れぞれK入れ、被写体K応じて、レンズ交換するとよい。フィノレターはスカイ

ライトで大体は問K合ってしまう。その他予備として、 20ミリ、 400ミリ

でもあれば十分であろう。

カラー、白黒フィルムとも、国産のサクラカラーリバーサルASA1 00、コ

ニパン SS等が中心であったが、特別左用途が左ければ、国産フィルムで十分

であろう。

今回、係をあま .!?Kも多く兼任し、出発までに十分念準備ができ左かったの

は少々残念でも あるが、先Kも述べた様K、常にカメラを体から離さず、撮影

意欲をもち、被写体にくいついてゆくととが 1番のポイントの様念気がするの

である 。
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E 輸送、包装

1.輸送
中村 進

水道橋にある大学本部m地下 1階には、山岳部のルームがある。その隣Kと

われかけたシャワ一室が空部屋とをつてな h、ととを今回の遠征期間中、大学

より借用するととができたのである。

ととで、食糧、装備、登はん器具等の準備が、毎日遅 くまで隊員達によって

進められていった。

輸送計画は、との事務所を出発点として、始められたのである。目的地のカ

トマンズまでは、色々念輸送Jレートが考えられたが、 最終的K我々は、次の様

念Jレートを用いた。

横浜 →カ ノレカッタ→(陸送Kて)カトマンズ、帰路 も同様であるつ

とのJレートは、 関係雑誌に数多く 紹介されているので、 詳細は省略させてい

ただくとと Kするが、今回の輸送K関して気の付いた幾ヲかを箇条書にしてみ

たい。

1. 目的地までの輸送方法の第 1条件は、安全確実に着 〈方法をとるべきで

あb、急がほ回れ、である。

2. 輸出入K関する基礎知識の精通、 FOB、o1 F、 B/L、インボイス

等の貿易用語の意味をよく理解し左〈ては安らだい。

3. 輸送費節減K関しては、ベンガ Jレ港船運賃同盟の 50 %ディスカウント

が適用された、さらK、乙仲の諸経費の内、自分達で出来るものは、自分達で行

念い、経費節減を計る。

4. カJレカッタの乙仲はExpress Clearing Agency 14/2 Old 

Oh i n a Ba x a r S t r ee t Ca 1 c u t t a -1 vc依頼し、 トラックの手配も依頼し

た。陸送は、 Dooars Transpor tが行念い私も同行したが、今後、同行は不

要に思う。国境で待期してなればよい様K感じる。
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5 カJレカッタ Kて必要な書類は(1)登山許可証のコピー 1部 (2)輸入許可

証のオ リジナル 1部 (3) B/L (船積証券) (4) INVOlOE (送 b状 〉とパッキ

ング.リスト 1 0部 (5)プランク.レター 1 0部 (6)ロード.バーミッシ

ョン (RoadPemi t i on) 1部 以上である(2)と(6)を除いた書類は、カ Jレカッ

タよ D投函、 (2)は、その後カトマンズKて焚付を受け、荷物が陸上げされる時

持参 した。 (6)は、私的物資の輸送に関しては、在カルカッ夕、ネパーJレ領事館

発行の輸送許可証が必要であったのとれは、在カノレカッタ日本領事館Kて、 リ

コメンデーションをいただき、入手した 0

6. カトマンズでの通関は、必要書類がきちん とそろい、パッキングリスト

の合計額が正確で念くては左ら友い 。食糧、医薬品等の消耗品Kは 15%の輸

入税がとられ、装備、器具等の再輸出品Kは、 10%のセイノレ.タックスと 15

係の輸入税がデポ ジットとして徴収された。登山終了後、再輸出する時、 新 し

いパッキングリスト K基ずき、デポヅッ トは正確にベイバックされ、とのJレピ

ーは、再輸出の経費と して、 当初より計画的K使用 した。我々のデポジッ ト.

マネーの総額はRs7. 3 2 6 . 1 6 N C (約 24万円 )であ った 。

ス 再輸出K関 しては、外装木箱を確保 してなき 、自分達でとん包 し、マー

キン グした。

再輸出の時は、 トラック K同行し友かったのであるが、オリジナルの輸出許

可証をドラ イバーに渡 してしまい、それが、カ Jレカッタで船積みの際、乙仲K

渡たらず、 2度輸出許可証を申請する。というトラブ Jレをしてしまった。結局

自分で直接カJレカッタの乙仲へ持参し、 船積みするととが出来た。

左を、船荷が日本K着いた後、B/Lが届かず、カルカ ッタK再三再四、電

報を打ヲ友どしたが結局、 1ヶ月近くも、荷物の引き取 bがのびてしまった。

最後ま で、油断を許さ念いトランスポーテーションである。
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2. 包装

中村 進

包装の最少単位は、たとえば砂糖 50 fj 、といったものであ b、とれKは、

使い良さ、防湿、強度、軽量を考えな〈ては念ら念い。それよ b少 し大きくな

ると、ろ人日分とかいう単位の包装である。そして次は、ろ人日分x7日間と

いうふう K次第K大き〈友ってゆ〈、との段階では、登山活動Kがっち bと適

合すゐ様K考え友くては念らず、荷上げ、登はんを考えると、カートンの大き

さは、厚さ、巾、 高さも必然、的K、人聞の背丈K合わせて決って〈る 。重量も

そうだ、 1カートン 15 Kq、 2つで 30 Kqといった数字が出て〈る、とうした

背景K基ずいて、包装は考えねば左ら友い。小さ友単位の包装Kは、東京セロ

ハンのK.O.Pラミネート紙を用い、乾燥肉 、や野菜は、日本ポリ セロ工業の

協力を得て、窒素充填や、 真空パックを行なった。その上の単位では、それら

を、大きな厚いポリ袋に入れ日本エベレス ト登山隊が使用した、二重ダンボー

ルに納め、外側をガムテープでしっか bととめ、マーキングをした。それを、

2つ縦K重ね、さらKノξンドで止め、 総重量 を30 K9VC統一し、ポー ターの 1

名分の契約重量K適合させたのである。そして最後VC6フ 1組Kして外装木箱

で打ちつけ、外側四面K、図1.の様念マーキングをして完了である。

一方、 登はん具、装備等は、すべて柳どな9VC納め、それを、 特月IJVC設計製

作 したキャンパス(図 2.)に入れ、とれらも、大体 6ケースずつ外装木箱K納

めたのである。さらに次K示めず表の様K、分類番号を使用したのである。た

とえば 10 1の初めの 1は個人装備、 401の 4は炊事用具、といったふうで

ある。

大体以上であるが、いずれも予定どう b、仲々順調K使用するととが出来九

王、7
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盟 会計報 tヒ
Eコ

自昭和 44年 10月 1 日
期間
至昭和 46年 12月31日

収 入 支

日本大学補助金 1，000.000 1.渡 航 費

2. 装 備 費

2 桜門山岳会

会員寄付金
1.121.500 3.食糧購入費

4. 映画.写真撮影費

3.桜門山岳会
ヒマラヤ基金

510.000 5.包装.梱包費

6.荷物輸送費

4 桜門山岳会会員関

係会社.友人寄付金
176，000 ス保 険 費

8. 気象.通信機費

5. 山岳映画会収益金 161，660 役事 務 費

10.通信連絡交通費
隊員関係学校

529.296 11.現地滞在費
6 会社.友人寄付金

リエゾン.
12・ オフイサー費

ス隊員個人負担金 3，121，270 13.γ ェルバ雇用費

14.ポーター雇用費

8.その他寄付金

又は収入
141.000 15 登 山 費

16.雑 費

17.残 金

計 6，760，726 言十

(単位:円〉

出

2，264.345 

817，768 

227，559 

241β75 

144，911 

546，457 

330.527 

9.070 

126，468 

?呪240

215，337 

93，669 

255，040 

601，167 

213，869 

253，314 

320，110 

6，760，726 

注)収入欄中第 3項桜門山岳会ヒマラヤ基金は借入金はっき返済いたします。

従って、 510，000円-3 2 O. 1 1 0円=1 8 呪 890 円の欠損とえ~ tます。

との欠損分にフいては参加隊員の積立を行い、昭和 46年 12月31日全

額返済いえしました。
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1.寄附金明細

(1 )日本大 学 1.000，000 

位) 桜門山岳会会員寄付金 1.121.500 

内訳 (敬称略〉

宮 原 説 1 0 0， 0 0 0 米 山 直 1 0，0 0 0 

金 坂 郎 50，000 千 谷 壮之助 1 0.000 

戸 村 貞 男 3 0.0 0 0 岡 正 1 0.000 

島 八 虫E 30.000 河 内 邦 介 1 0，0 00 

池 田 喜市 重 3 0.0 00 津 村 利 男 1 0.0 0 0 

鈴 木 馨 3 0.0 0 0 野 田 福五郎 1 0.0 0 0 

Ll! 口 摂 eB 2 0.00 0 pてL了， 山 嗣 男 1 0，000 

芝 田 稔 20.000 横 沢 矛リ 武 1 0，0 0 0 

，鳥 海 昭二郎 20.000 帆 足 興 之 1 0，000 

北 村 虫E 20.000 岡 本 宮口 矢 1 0，00 0 

山 本 晃 ヲム 20，000 ，恩 田 敏 1、t旦と 1 0，0 0 0 

平 山 普 =口と 20.0 00 堀 越 茂 夫 1 0， 0 0 0 

育長 谷 義 信 20.000 松 田 雄 1 0.000 

関 孝 治 20，000 鹿 島
国央++・
功 1 0，000 

メ-3h 村 文 彦 1 500 0 桜 井 昭 1 0，0 0 0 

尾 上 昇 15000 木 村 勝 久 1 0，0 0 0 

好 勝 彦 15000 深 瀬 男 1 0.0 00 

林 幹 夫 1 0，0 0 0 青 木 重 雄 1 0.0 00 

武 藤 正 ヲム 10.000 中 島 啓 1 0.0 0 0 
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飯 島 正 敏 1 O. 0 0 0 森 下 =ロ~ 雄 5.0 0 0 

赤 井 降 1 0.000 佐 藤 幸 雄 5，000 

谷 口 7c 1 0.000 平 野 規 5.000 

片 柳 実 1 0.00 0 程 島 一 虫E 5，000 

高 緑 繁 伸 1 0.00 0 脇 田 日百 5，000 

ネ申 崎 ，忠 男 1 0.000 τ炉ム丁ー， 屋 喜久夫 5，000 

山 平 靖 1 0.0 00 中 ) 1I 勝 次 5，000 

)11 口 洋之助 1 0.000 志 水 進 5，000 

長 島 宏 1 0.00 0 石 井 達 男 5，0 00 

栗 孝 康 1 0.0 0 0 小金井 、清 治 5，0 00 

島 男 1 0.00 0 鈴 木 基 之 5，0 00 

戸
届必齢、
正 博 1 0，000 田 中 省 一 5，000 

猪 爪 だ刀とtFc 雄 1 0.0 0 0 一 井 英 夫 5，0 00 

嵯峨野 宏 1 0.000 村 上 智 5，0 00 

浜 大 同IJ 1 O. 0 0 0 山 崎 隆 史 5.0 00 

多和田 忠 1 0.000 斎 藤 磨 積 5，000 

関 1字 1 0.0 0 0 松 本 陸 雄 5，000 

力日 藤 捷 治 1 0.0 0 0 多 回 勇 一 5，000 

初 見 男 5，0 0 0 真 島 '恒 雄 3，0 00 

崎 田 T関 5，000 素 木 一 3，000 

藤 田 達 夫 5，0 0 0 秋 庭 鉄 之 3，000 

遠 藤 良E 5，00 0 森 泉 寿 夫 3，000 

本片山 数 雄 5，000 村 石 幸 彦 3，0 00 

寺 島 信一郎 5，000 氏 井 正 己 3，0 0 0 

松 井 正 5，00 0 武 田 哲 男 2，000 
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落 メ口』 普 2，0 0 0 奈 良 勝 1，50 0 

丸 山 精 2，000 大 林 弟 一 1. 0 0 0 

榎 並 洋 一 2，000 長 岡 道 男 1，00 0 

大 島 育 雄 2，000 関西桜門貝山岳会
会一同

100，000 

(3) 桜門山岳会ヒマラヤ基金 510，000 

担) 桜門山岳会会員関係会社、友人寄付金 176，000 

内訳 (敬称略 )

平沢運輸株式会社 20，0 00 

昭和油槽船株式会社 20，0 0 0 

昭和通運株式会社 20，000 

小名浜運送株式会社 1 0，0 00 

日平興業株式会社 1 0，0 0 0 

福島 繁雄 (中島 啓OB友人〉 50，000 

青木 繁 /1 1 0，000 

大城 泰 /1 1 0，0 0 0 

高山 公明 H 5，0 0 0 

徳田 昌久 /1 5，000 

榎本匡伸 /1 5，000 

中島 イ彦 /1 5，000 

下崎 雄二 /1 3，000 

石井 幸夫 /1 3，000 

(5) 山岳映画収益金 1 6 1，6 60 
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(6) 隊員関係学校、会社、父兄、友人寄付金 529，296 

内訳 (敬称略)

中川隆四郎 (清田隊長友人 〉 100，000 

大泉 清 (清田隊長研究室卒業生) 8 2，0 0 0 

村松 英一 /1 5，0 0 0 

水野 俊彦 H 5，0 0 0 

日比野 樹 H 5，000 

府県 政夫 H 5，00 0 

鷹巣 万蔵 N 5，000 

大島秀一郎 H 5，00 0 

筒井 康郎 H 5，000 

大内 増矩 /1 5，000 

石井 進 H 5，000 

井原 信二 H 5，000 

野田 武彦 H 4，000 

中浜 耕平 (副 手〉 3，000 

及川 恭男 (清田隊長研究室卒業生) 3，000 

ニ一一一・屯μ .... 進 H 3，0 0 0 

ノj、田 亨 /1 3，000 

石田 一夫 H 3，000 

緑 栄新 H 3，000 

不二門博信 H 3，000 

南部 治雄 /1 ろ，000

安藤 省一 /1 3，000 

広田 豊実 H 3，000 

矢口 健一 H 3， 0 0 0 
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松本 吉弘 (滑回隊長研究室卒業生〉 3，0 00 

川島 通治 H 3，000 

磯田 ↑専 H 3，000 

岡野 拡 H 3.00 0 

中央ピ Jレト工業株式会社役員一同〈高橋副陵長勤務先〉 2 0.0 0 0 

中央ピノレト工業株式会社 " 1 0.00 0 

H みやと山の会会員一同( H 1 0，0 0 0 

佐々木卓次 H 1 0.000 

木村 隆行 中島 順二 H 1 O. 0 0 0 

中央ピノレト工業株式会社名古屋工場従業員一同( 7，1 0 0 

中央ピ Jレト工業株式会社野球部 H 5，50 0 

油布 達雄 (高橋副隊長勤務先〉 5.00 0 

長倉 襲二 H 3，00 0 

近藤 理昭 H 2，000 

ト部 薫 H 1，00 0 

加来 直美 H 1，00 0 

成田 久雄 " 1.000 

根津院ー (高橋副隊長友人) 2 0，000 

藤井 邦昭 H 3， 0 0 0 

中村 幾男 (中村隊員の父) 50，000 

日本製鋼所側スキ一部 (平戸隊員勤務先〉 1 0，1 9 6 

日本製鋼所側射出機械課 ( F 1 0.000 

窪垣内重伸( H 1 0，0 0 0 

青木 厳 ( H 1 0.0 0 0 
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福光 勝刺 (平戸隊員勤務先 〉 5，000 

日 大 会 H 3，00 0 

広島労働組合 ( 11 3，000 

郷地三千春 H 2，0 0 0 

花木 公康 11 2，000 

世羅 幸則 11 2，000 

車地 茂 11 2，0 00 

三上 リツ 11 2，000 

荒木 豊 H 1. 0 0 0 

中村 善次 11 1，00 0 

岡本 栄子 11 500 

黒河智寿恵 11 500 

益本ユキ ノ H 50 0 

武藤 山治 (平戸、古畑両隊 員友人〉 25，000 

σ)隊員個人負担金 3，1 2 1，27 0 

内訳

清田 清 3 21.27 0 

高橋 正彦 300，000 

中村 進 300，000 

古畑 勇 300.000 

平戸 伸之 400，00 0 

平野 隆司 300，000 

原因 洋 3 00，0 0 0 

樋山 規夫 300，000 
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中山昌之 300.000 

柴田健一 3 00.0 00 

(8) その他寄付金又は収入 1 4 1.0 0 0 

内訳 (敬称略 〉

瀬能井 衛 〈瀬能前山岳部長御子息〉 10.000 

八王子ヒヤラヤ登山隊 1971 10.000 

毎日グラ フ原稿料 1 0 0.0 0 0 

山と渓谷社原稿料 1 6.0 0 0 

毎日グラフ別冊原稿料 5.000 

'2.物品寄贈者又は会社名 (敬称略、五十音順 )

朝岡香辛料閥、あみ印食品側、輸伊藤園、鞠神田精養軒、群馬日野自動車KK、

シーンコ ーハム側、斎藤磨積(日大OB)、サクマ製菓側、三幸雑貨庖、ゼネラ

ルフーズ駒伊丹工場、泰静社、高緑繁伸 (日大oB )、東京果精側、東京香辛

件、十勝、東京セロファン紙匹、束鳩東京製菓側、日米商会(小西六写真工業側 )、

日新加工側、 日本大学医学部、日本大学農獣医学部、日本ポ リセロ工業邸、ミ

ー ト商会、横須賀魚業組合、脇屋武一

3.その他の協力者名 (敬称略、五十音順)

池田錦重(日大oB )、エバニュー側、神崎忠男 (日大oB )、キャセイ食品

側、嵯峨野宏(日大OB)、山友社たかはし、管原豊三(明大OB)、中村毛

皮綿、高田屋、中央ピノレト工業紛みやと山の会、テョゴリザスポーツ底、中島

啓 (日大oB )、長嶋宏(日大oB )、日本山岳会、日本大学生産工学部、平

野東司(隊員兄〉、樋渡隆芳(隊員友人)、深瀬一男〈日大OB)、松田雄一

(日大oB )、万有栄養側、宮原親(日大OB)、山田和夫(隊員友人〉、吉

田テント粉、渡辺スポーツ側、上信自動車工業 KK。
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xm 行動日誌

7月25日 開、先発隊中村、平野羽田を出

発。

8月20日 荷、シタ.ツツラの登山許可が

;t，~ .IJる。

8月29日 時本隊清田隊長以下8名羽田

を出発。

8月30日 開時々雨 カトマンズに到敦員

集合。

9月 5日 時後雲高橋、原田、プノレパ .

キタ ーJレ、ポカラへ先発。

?月 5日 間後雨清田隊長の他隊員 6名、

ジエノレパ 3名、 リエゾン・オフィサ

-1名、ポカラ到着後直ちにキャヲ

パy開始。平野、中山は酸素の到着

までカトマンズに待期。

?月 6日 雲D後雨 Jレムレ着、ポーター

9 9名、ナイク 2名。

?月 7日 時時々 蔚‘ jレムレ→テイノレク。

9月 B日開テイルク→チトレ

?月 9日雲D時々雨チトレ→タトパニ

9月10臼 開後雲 タトパニ→ガンサ

?月 11日 雲 ガンサ→カロパニ

9月12日間後小雨 カロパニ→ツクチエ

9月13日 小雨 ツクチェ村からカ Jレカま

で荷上げを行念う。

?月 14日 雲 1日遅れて、 31名のツク

中山冒之

定地Vて全物資を集結、シェルバ2名

残P、他隊員、ポーターはカノレカま

で下る。

9月17日 雲 フ・ノレパ、アンダワの2名は

ヒドンキャンプ、テンパはタパ.コ

ノレのキャンフ.VCそれぞれキ ーパーと

して残る、隊員は全員ツクチェ村に

集結。

9月18日 時後雲今日からヒドンキャン

プ迄、全隊員の高度I1買応を行念うと

とにする。

?月 25日 雲D後時約 8日目Kヒドンキ

ャンフ.VC全員集結した。とれまでI1原

応日数にかなDの個人差がみられた。

?月 26日 時後雪全員休養し、荷物の整

理、点検を行左う。

ヲ月 27日 小雪後間 4パーティ K分れ、

シタ .ツツラの登頂Jレートの偵察に

出発。

9月29日 小雨各パーティの偵察の結果

フレンチコ Jレの南側よ D北東Kのび

る尾根を使用すると とK決定。

9月30白 陣後雪北東尾根取付地点VCB

Cを建設するため、荷物の移動を行

念う、との目、ヒドン、 BCを2往

複する。

1 0月1日 時後雪後開 B.C建設、隊員 5

チェ村のポーターによb残った荷物 | 名、シェ Jレパ3名H.C入 D。

をカノレカまで上げる。 I1 0月 2日 間後雲高橋、 樋山、中山H.
?月 15日 雲先発の荷上隊、タパ.コル C入 D、清田、柴田、アンダワヒド

に着〈、後発の隊も大体同地点に至 | ンキャンプ、中村他7名。 C1建設

る。 I 及ひ有上げを行なう。

9月16日 雲 ヒドンパレーのキャンプ予 I 1 0月 3日雲後雪全員にてC1への荷上
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げを行友う、中山隊員。調子が悪い I1 0月23日 快晴高橋、平野、原因~.! T 

1 0月 4日雲時々雪中村、 平戸、古畑、

プJレパC1入D、高橋他 6名C1の

荷上げ、中山B.Cで停滞。

1 0月 5日 時後風雪中山君の容体悪あく

柴田ドクターのいるヒドンキャンフ

へ原田、ニマ .プタ ーノレがー諸に下

る。高橋、樋山、 C1入D、中村、

平戸、古畑、 フソレパC2予定地の偵

察を行左う 。

1 0月 6日 風雪中山隊員の容体悪るく、

柴田ドクタ ーの指示によ D直ちにツ

クチェ K下すととKなる。中村化23

名C1よtB.CK下る。平野他2

名C1入 D。

1 0月 7日風雪中村他3名、ヒドン入D

~靖他 3 名 C 1停滞。

1 0月 8日開時々雪清田隊長以下 10名

中山隊員の放出を開始、高橋他 5名

C2建設及ひ有上げを行左う。

1 0月11日 中山隊員ツクチェ村に無事到着、!

容体は急速に快復する。 I

1 0月15日間後小雪中村他 5名B.C入 i

D高橋他 4名、C2への荷上け.も大 ' 

体終了し、 C1Kて休養。

1 0月17日 快時中山隊員の無事救出を終

終えてから約 11日目再び全隊員が

C2K集民

1 0月18日 時 C3へのJレート開拓を開始

する。

1 0月19日 快晴 C3建設

1 0月20日 快時中村、平戸、プ Jレバ、ニ

マ、 C3入D、他C2Kて休養

1 0月21日 快開高橋、平野、原田、C3

入b、清田隊長、柴田ドクタ ーB.

C入b。

稜線までのノレート工作終了する。

1 0月24日快時高橋他 6名C3入TLヘ
明日のアタックVてそをえる。

1 0月25日 快晴第1次アタック隊中村、

平野頂上直下にて引き返えす。

1 0月26日 快開高橋、平戸、原因、プル

パの4名、午後2時45分シタ.ツツラ

の初登頂に成功する。

1 0月30日 間後雪合テントを槻灰し全員

B.CK集結。

1 1月 1日 快時 B.C撤収し全員ヒドン

キャンフ'K移るの

1 1月 4日 時後雪平戸、平野、 樋山、ニ

マ、タシ・カーンの偵察に出発、清田隊

長、柴田ドクタ ーはテンパ.ワォングJレを連

れヒトシパレーを下降後、マノレパへの下山コ

ースをと D出発する。

1 1月 5日 快時 中村は帰路の経費調達及

び飛行機の予約を行なうため下山。

1 1月11日 快時 ヒドン・キャンプ撤収。

1 1月12日 時後雲全員ツクチェ集合

1 1月13日 間後雲全隊員ツクチェ村を出

発、帰路キャラパンに入るn

1 1月14日 快時清田隊長他 13名タトパ

ニ着、中村カトマンス着。

1 1月18日 開高橋他 10名スイケ ット着

中村とノーダラで再会、清田隊長、柴田

ドクタ ー、ワォングルはとの日 1日早〈

ポカラに着 〈。

1 1月19臼開全員ポカラ着。

1 1月22日 間全員カトマンズに帰着。

1 1月26日 時大体の荷物の整理を終える

古畑隊員とアンタ"7，ピラトナガーJレへ出発。

1 1月27日 開清田隊長ボンベイへ出発高

橋、平戸、樋山、柴田ダージリンへ出発

中村、原田、中山、再輸出の荷物の相包

を行宏う。

1 1月28日 時原田、中山ピラトナガサレへ

出発、中村荷物の通関を終了。

1 2月 1日 時中村パラピシへ出発。
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沼m THE FIRST 師団NTOF SH1TA CHUCffiJRA 

Nihon Univ. Hima1ayan Exp. 1970 

--BYS.NAKAMURA--

Nihon University Mountaineering c1ub sent anexpedition 

to an unnamed peak of the Dhau1agiri regien to carry out the 

expedition during post-monsoon season 1970. 

The unnamed peak was situated between Dau1agiri 11 (77う1m)

and Tukche peak (6920m). 

However， not on1y we cou1d not find out name but a1so 

we cou1d not a1titude of the mountain by map. 

Members of the expedition 

Members， 

Prof. K. Seita (61) Leader 

M. Takahashi (32) Sub L. 

S. Nakamura (24) 

N. Hirato (24 ) 

1. Furuhata (2う)

R. Hirano (2う)

H. Harada (23) 

N. Hiyama (2う)

M. Naka.yama (24) 

Dr. K. Shibata (32 ) 
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She1pas， 

Phurba Kitar (39 ) Sardar 

Nima ptユtar (35) 

Temba (26) 

Ang Dawa 111 (35) Cook 

Wange1 (2l) Kitchen boy 

Karma (30) Mai1 runner 

Liaison officer 

Sep. 5 

Sep. 12 

Sep. 13 

Sep. 25 

Sep. 27 -29 

Oct. 1 

Panch Bi11 Rai (う0)

Proceeding of the Expedition 

VJe started from Phokara to Tukche wi th 

handred poters. 

Arrived at Tukche 

The equipment and food of a11 was carried 

for Hidden Va11ey by seventy eight poters. 

The members of a11 gathered in Hidden Camp 

(5，000 m) 

We decided East Ridge as an attack rou七e

for Summit after reconnoitered by four 

parties. 

Set up B.C at the altitude of around 4800 m 

on七heMayandi G1acier 
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Oct. 6 

Oc七.20 

Oct. 25 

Oct. 26 

Oct. 30 

Nov. 4 

Nov. 10 

Nov. 19 

Nov. 26 

It happened a troub1e that one of Member 

had mountain sickness in 5000 m high. We had 

to take him to Tukche Vil1age as soon as 

possib1e. 

It spent eight days to the he1p. 

Set up C.3 at right under J. ~eak . 

It was 6300m high. 

Nakamllra， Hirano who tried to assau1t 

Summit were unsuccessfu1 

Takahashi， Hirato， Harada and Phurba reached 

the Aummit of Shita Chu∞cht却ura

七ookeight hours from A.C to Sm立I芭Jlll土t.

A11 of our members turned back B.C 

Four members of us went to Tasi Khan (6320m) 

to reconnaissance 

1eft B.C for Phokara 

Got to Phokara 

1ef七Kathmandufor Tokyo 
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In this time， we fortunatry succeed to the first 

acent of the mountain in Dau1agiri regien wi thout .any ac ciden七.

With reference to the name of the mountain， we had a 

discussion with Mr. Panch. B. Rai who was a rieson officer， 

1'1r. TORACHAN who was a LAlVIA in Tukche village， Prof. Mr. K. 

Seita who was a Leader of the expedi七ion，and lv'lr. M. Takahashi 

who was a Sub Leader after finished c1imbing in Tukche vi11age. 

and then， They had decided for the name which ，，，as named SITA 

CHUCHURA about the mountain according to the discuss工on.

SITA means the name of a wife of LnMA in Nepa1y. 

CHUCHURA means sharp peak in Nepa1y. 

We hereby proposed the name to His Majesty's Government 

of Nepa1 after returned Kathmandu from Bace Camp. 

The other side， we Surveied 七hea1七土tudeof the 

moun七ainby transit in accordance with the a1titude of 

Dau1agiri 1 (8167 m)， and of Tukche peak (6915 m). 

工nresul七 ofservey， The transit found ou七 the

al七l七udebe七ween 6700 m and 6800 m correc七ly.

Therefore， we had decided to USe an altitude 6740m onせleaverage. 

We hereby should like to express our very s工ncere

gratitude concerning His Majesty's Government of Nepal has 

decided to grant permiss土on七oNihon Un土versityHimalayan 

Expedition to carry out the expedi七ionto SITA CHUCHURA 

ins七eadof Bhauddha Peak. 
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阻 DICALREPORT 

(Kenichi Shibata) 

It is demanded to live for a long time a七 thehigher 

place like Himalaya. 

Though a large number of literature repor七edabout it. 

We wished to observe and to have an experience ourself. 

Tha七isto observe a variety or condition of psychiatric test 

a七thehigh place. 

Bu七，it was really diff土cult七ojudge七hem，since we could 

hardly to understand that came from the fa七igueor influence 

of something. 

So 1 tried to make reports about ten problems. 

Those morements which had already scheduled were carried 

smoothly at 5000 ~ 6000 m， high. Sometimes七heywere selfish-

ness and to decrease of judgement in case of some unusual con-

dition. The life in the Tent made us， for instance， they could 

not have a theoretical conversation， and were ¥vanting in ex-

pression of emotion. We C01λld hardly sleep. 

Volition decreased for a longtime. 

Touchy， displeasure， aNxiety and exci tement were nφthing. 

The brains needs oxygens 80 that it becomes sensitive to七he

low oxygen situation. 

It is considered七hatthe complica七edway of thinking is 



impossib1e for a 10ng whi1e， and it even prσves to mistake 

SOI田 timesat higher p1ace more 4000 meters. 

We counted the pu1sation， and the 100d pressure， or the change 

of physica1 temperature on adapting to the higher p1ace， a11 

member of the groupse had headache， 10ss of appetite， du11ness， 

cough and nausea. Critical high mauntain sickness indicated 

difficu1ty in brea七hing，fever， difficulty of consciousness. 

According as low oxygen， pulsa七ionincreased at the high place. 

Pulsation of our members increased abou七20/minuteexcept on1y 

two members. They had 10 toラomm/Hg high blood pressure ex-

cept only two members. 

Any change of temperature could not seen on clinical thermo-

meter. 

It was really good experience for us to know how difficult to 

adap七 ourse1fto the higher p1ace thrσugh the mountain climbing 

to the Hima1aya this七ime.



w シタ。ツツラ (Sita. Chuchura.)の山名について

高橋正彦

登山許可証には，次の様に書かれてありました。 rThe north-west 

peak of tukuche J しかしその位置からして，適当でないと考え，現地に

て， リエゾン・オフィサー， トラチャン，清田隊長，高橋で協議検討した結果，

ヒドンバレーは現地名ではシタ・パリと呼ばれており rシタ S i t a Jは，

ラマの夫人を表わし，サンスクリット語で書かれた国民的な叙事詩「ラマーヤ

ーナ」の登場人物である。この谷の源頭にどっかりと大きくそびえる山にふさ

わしい名として，シタ・ツツラといたしました。ツツラ (Chuchura)は尖っ

た頂を意味します。

そこで「ラマの女神の山」とでも呼べるでしょか，シタ・ツツラと命名し，

ネパール外務省に申し出をしてきたのであります。

正式な決定は審議委員会によってなされる予定です。

m シタ・ツツラの高度について

高橋正彦

ヒドンバレーにて，ダウラギリ主峰(8167m) ，ツクチェピーク(6915m) 

等の高度を基本に， トランシットを用いて高度計算いたしました。

その結果 6700--6800 mの数字を得，計算の結果 6740mを採用すること

にいたしましたσ
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お わ り

今度の遠征は，若手ヒマラヤ経験者の育成ということもあってか，隊長，副

隊長，医師を除くと平均年齢23才という若者達で構成された。目標の山はヒマ

ラヤでは初級に属するものであったが，全員のはち切れんばかりのファイトと

その若者達をも凌ぐ清田隊長の登山家としての山に対する深い執念が，みごと

に結集し，登山では一般に難かしいとされている初登頂を，一枚の写真を唯一

の資料としてこれを果すことができた。

この経験と自信が，自己の登山に，人生に，後輩の指導に，そして山岳部の

発展に発揮されてゆくことを念願したい。事実，今春のヤルン・カン登山隊に

は，この経験者の中から 4名が参加し，その経験と実力を証明してみせてくれ

た。一方，この遠征を実現することが出来たのは，多くの方々の物心両面から

の深い理解と協力があったことを述べなければならない。大学当局，保健体育

局，医学部の両山岳部OB，企業，友人，知人，そして家族の方々である。

この項をかり，深く感謝するとともにお礼申し上げる次第であります。
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編 集 後 記

遠征を終えてから，すでに 4年目を迎えようとしている。報告書には，正し

く記録し，速やかに伝達する，という使命があるとすれば，特に今日の様にヒ

マラヤ登山に関する様々なことの動行が激しい時にあっては，なおさら速やか

に発行するのが望ましい。この観点からすると，ここに登載されている原稿は

3年前のものであり，すでに報告書としての価値を消失しつつあるかもしれな

い。さらに仮報告書に使用する予定の原稿であったので，原稿は簡潔に書かれ

ている。渉外，輸送，またヒマラヤ登山規則の一部にも変化が生じ，多くの箇

所を修正しなくてはならないが，すでに数年前に印刷を終えてしまっており，

経費の面で再印刷は困難であるので，このまま使用することにした。読者の方

々には，この点よろしくお願いするとともにご了承願いたい。

これは，一重に編集を受けもった者の怠慢にほかならず，この項を仮りお詫

びしたい。尚，報告書発刊に際しては，坂井義隆氏に数年間に渡り多大な協力

をいただいた。また本文の印刷には，半谷伸俊OBに協力いただいた。かさね

てお礼申し上げる次第であります。(中村)
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隊員の勤務先及び現住所
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Tel. (自 03(333) 0268 

平戸 伸之株式会社日本製鋼所広島製作所
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Tel (ド1)08282 (2 ) 6314 J -2 -2 

古畑 勇古畑宅内装飾社
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Tel (会)0424 (21) 6679 
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鈴木荘202

お1(fI) 03 (771) 4554 

原因 i羊郵船航空サ ビス株式会社

自宅・東京都練馬区三原台 1-34-1 

Tel (向)03 (924) 1574 

樋山 主J，I.夫株式会社稲田水道工務庖

自宅・川崎市多摩区菅3402

Tel (白)044 (91) 5926 

中山 昌之魚、熊商l苫
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